
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 教科：  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇〇

○

〇

○

〇

舞姫　（森鴎外）
【知識及び技能】
文体や表現の特徴を意識しながら読み、豊太
郎によって語られる内容を多角的に解釈す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え
方を捉える方法を学ぶとともに、作品の解釈
を踏まえて、人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を深める姿勢を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効
果や作品世界、そこに込められた心情などを

理解しようとしている。

・指導事項
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
・教材
舞姫（森鴎外）
・一人１台端末の活用　等
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〇

【知識及び技能】
文体や表現の特徴を意識しながら読み、豊太郎によっ
て語られる内容を多角的に解釈する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え
る方法を学ぶとともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考
え方を深める姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効果や作品
世界、そこに込められた心情などを理解しようとして
いる。

15

14

1

合計
70

○ ○

〇

【知識・技能】
　物語の展開と出来事を整理しながら、「私」と
「Ｋ」それぞれの心情をつかめている。
　
【思考・判断・表現】
内容や構成、展開、場面設定や描写の仕方、表現の特
色などを的確に捉え、内容を解釈する方法を学ぶとと
もに、解釈の多様性について考察している。

【主体的に学習に取り組む態度】
場面ごとの展開を粘り強く読み取り、登場人物の心情
とその変化について理解を深めようとしている。

【知識・技能】
詩の構成の意図を考え、過去と後半生に対する「わた
し」の心情をつかみ、詩の主題を理解している。
【思考・判断・表現】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え
る方法を学ぶとともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考
え方を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効果や作品
世界、そこに込められた心情などを理解しようとして
いる。

○

【知識・技能】
　　詩の中の自然に描かれ方に注目し、「いもうと」
と「わたくし」それぞれの心情を想像しながら味わっ
ている。
【思考・判断・表現】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え
る方法を学ぶとともに、作品が成立した背景や他の作
品との関係を踏まえて解釈を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効果や作品
世界、そこに込められた心情などを理解しようとして
いる。

〇

２
学
期

こころ（夏目漱石）
【知識及び技能】
　物語の展開と出来事を整理しながら、
「私」と「Ｋ」それぞれの心情をつかむ。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、展開、場面設定や描写の仕方、
表現の特色などを的確に捉え、内容を解釈す
る方法を学ぶとともに、解釈の多様性につい
て考察する姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
場面ごとの展開を粘り強く読み取り、登場人
物の心情とその変化について理解を深めよう
としている。

・指導事項
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
・教材
こころ（夏目漱石）
・一人１台端末の活用　等 〇

定期考査

３
学
期

文学国語国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。

知

【知識・技能】
・表現の特徴が作品に及ぼす効果を考え、人
が虎になるという怪異の意味を踏まえて作品
の主題を考えている。
　
【思考・判断・表現】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え
方を捉える方法を学ぶとともに、作品の解釈
を踏まえて、人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
登場人物の行動や心理を粘り強く読み解き、
内容や展開を捉えようとしている。

○ ○ ○

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】社会生活に必要な国語の知識や技能を身につける。

国語 文学国語 2

〇

定期考査

わたしが一番きれいだったとき（茨木のり
子）
【知識及び技能】
詩の構成の意図を考え、過去と後半生に対す
る「わたし」の心情をつかみ、詩の主題を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え
方を捉える方法を学ぶとともに、作品の解釈
を踏まえて、人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を深める姿勢を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】
象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効
果や作品世界、そこに込められた心情などを
理解しようとしている。

・指導事項
文学的な文章の種類や特徴について
理解を深める。
・教材
永訣の朝（宮沢賢治）
・一人１台端末の活用　等

定期考査

○

・指導事項
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
・教材
わたしが一番きれいだったとき（茨
木のりこ）
・一人１台端末の活用　等

永訣の朝（宮沢賢治）

【知識及び技能】

　詩の中の自然に描かれ方に注目し、「いも
うと」と「わたくし」それぞれの心情を想像
しながら味わう。
【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方、感じ方、考え
方を捉える方法を学ぶとともに、作品が成立
した背景や他の作品との関係を踏まえて解釈
を深める姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の効
果や作品世界、そこに込められた心情などを
理解しようとしている。

○

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに，創造的に考える力を養い，他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるよ
うにする。

第一学習社　文学国語

国語

他者との関わりの中で自分の思いや考えを適切に表現し、論理的な思考力や想像力を豊かにする。

言葉を通して思考を続け、主体的に他者や社会と関わろうとする態度を養う。
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

（1組：渡辺）

（５組：金子）

（２組：渡辺）

（６組：丸田）

（３組：金子）

（７組：金子）

（４組：渡辺）

（８組：丸田）

山月記（中島敦）
【知識及び技能】
・表現の特徴が作品に及ぼす効果を考え、
人が虎になるという怪異の意味を踏まえて
作品の主題を考える。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉える方法を学ぶとともに、作品
の解釈を踏まえて、人間、社会、自然など
に対するものの見方、感じ方、考え方を深
める姿勢を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動や心理を粘り強く読み解
き、内容や展開を捉えようとしている。

・指導事項
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
・教材
山月記（中島敦）
・一人１台端末の活用　等

○

態


